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研究成果の概要（和文）：射影空間上の有限自己射にたいする非線型性の有限性と消滅を複素数

体とはかぎらないより一般の体上で確立し、応用として高次元複素力学系の特異領域の定量的

性質が研究成果として得られた。さらに、複素および非アルキメデス的力学系のリヤプノフ指

数の近似公式を確立することにより、非アルキメデス的力学系における未解決問題である古典

的反発周期系の古典的ジュリア集合における稠密性問題をリヤプノフ指数の正値性の仮定の下

に解決するという研究成果を得た。 

 
研究成果の概要（英文）：We obtained the finiteness and vanishig of the nonlinearity of 
finite morphisms on projective space over more general fields than complex numbers, and 
applied it to singular domains in complex dynamics in higher dimensions. Moreover, under 
the positivity of Lyapunov exponents, we obtained a partial affirmative answer for 
repelling density problem in non-archimedean dynamics by establishing the approximation 
formula of Lyapunov exponents. 
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１．研究開始当初の背景 

 

無理的中立周期系における正則函数芽の解
析的線型化可能性問題は研究開始当初に至
るまで未解決であり一次元複素力学系にお
ける中心的問題であった。J. -C. Yoccoz の
1994 年の Fields 賞受賞理由の一つでもある、
2 次多項式に対する解決がある一方で、一般

には 3 次多項式に対してすら未解決であっ
た。 
２．研究の目的 

 

無理的中立周期系の解析的線型化可能性問
題と付随する特異領域の構造の解明という
根本問題に寄与することを目的とする。具
体的には 1次元のみならず高次元複素力学系
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に現れる特異領域の構造をネヴァンリンナ
理論を用いて定量的に解明することを目的
とする。 
 

３．研究の方法 

 

複素力学系が自己写像の反復順像を研究の
対象とするのとは対照的に、ネヴァンリン
ナ理論は値域の逆像の振る舞いを研究対象
とする。後者の方法論は複素力学系の問題
である特異領域の研究においても大変効果
的であり、種々の概念の定式化とそれらの
相互対照が主な研究方法である。 
 
４．研究成果 
 

射影空間上の有限自己射にたいする非線型

性の有限性と消滅を複素数体とはかぎらな

いより一般の体上で確立し、応用として高次

元複素力学系の特異領域の定量的性質が研

究成果として得られた。さらに、複素および

非アルキメデス的力学系のリヤプノフ指数

の近似公式を確立することにより、非アルキ

メデス的力学系における未解決問題である

古典的反発周期系の古典的ジュリア集合に

おける稠密性問題をリヤプノフ指数の正値

性の仮定の下に解決するという研究成果を

得た。 
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